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神輿チーム 50団体 300 人超が応援に駆けつけた東風梅

祭

ふ
る
さ
と
栗
山
の
秋
の
風
物
詩
「
栗
山
天
満
宮
例
大
祭
」。

青
空
が
広
が
っ
た
今
年
は
３
２
０
を
超
え
る
露
店
が
栗
山
に
結
集
。

特
産
品
が
集
う
「
く
り
や
ま
味
覚
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

神
輿
東こ

風ち

梅う
め

や
親
子
獅
子
舞
が
祭
り
に
彩
り
を
添
え
、
お
よ
そ
11
万

人
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

栗
山
天
満
宮
例
大
祭

セイヤー！サー！新しい神輿で初出陣！東風梅ジュニア
せたな町の獅子舞も来てくれました！噛まれると無病息災…でも、やっぱり泣いちゃいました。

青空のもと華麗に踊る親子獅子舞

迫力満点！オートバイサーカス

玉の動きに一喜一憂！スマートボール

例年に比べ参拝者も倍増！栗山天満宮

角田市の特産品も販売された、くりやま味覚まつり

昼も夜も大勢の人たちで賑わう！
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台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
災
害

の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
警
報
や
注
意
報
が

発
令
さ
れ
警
戒
態
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
地
震
は
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く

突
然
襲
っ
て
く
る
災
害
で
す
。
そ
の
時
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
！
」。
皆
さ
ん
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
佐
々
木
准
教
授
曰

く
、
こ
れ
は
災
害
に
対
す
る
人
間
の
基
本
的

な
心
理
の
よ
う
で
す
。
事
態
を
楽
観
視
し
災

害
を
軽
視
す
る
心
理
、
自
分
に
都
合
よ
く
考

え
る
心
理
、
客
観
的
な
予
想
で
は
な
く
願
望

を
含
め
た
予
想
に
執
着
す
る
心
理
、
こ
れ
ら

を
総
じ
て
「
正
常
化
の
偏
見
」
と
言
う
そ
う

で
す
。

　
「
栗
山
町
に
大
き
な
地
震
は
起
き
な
い
。
そ

れ
に
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
お
思
い
な
ら

と
て
も
危
険
で
す
。
栗
山
町
は
石
狩
低
地
東

縁
断
層
帯
の
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地
震

は
起
こ
る
も
の
と
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃

か
ら
防
災
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
に
参
加
し

知
識
を
広
げ
る
こ
と
や
、
防
災
訓
練
な
ど
に

参
加
し
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
皆
さ
ん
の
命

や
財
産
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
は
、
実
際
の
地
震
が
来
る

前
に
、
各
自
、
各
家
庭
で
準
備
で
き
る
こ
と

を
列
挙
し
て
い
き
ま
す
。

・
自
宅
の
耐
震
化
は
お
済
み
で
す
か
？

耐
震
基
準
は
昭
和
56
年
に

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

宅
の
耐
震
性
を
知
り
、
必

要
に
応
じ
た
耐
震
改
修
を

行
う
こ
と
が
大
切
な
命
や

財
産
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

・
家
具
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

家
具
の
落
下
や
転
倒
は
、
負
傷
者
の
出
る

一
番
の
原
因
で
す
。
家
具
類
は
固
定
し
て

し
ま
い
、
そ
の
上
に
荷
物
な
ど
を
載
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
寝
て
い

る
場
所
に
倒
れ

て
く
る
可
能
性

の
あ
る
家
具
は

要
注
意
で
す
。

・
避
難
路
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

避
難
路
と
な
る
廊
下
に
、
倒
れ
て
ド
ア
を

ふ
さ
ぐ
よ
う
な
家
具
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
ガ
ラ
ス
や
食
器
の
飛
散
防
止

ガ
ラ
ス
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
。

食
器
棚
は
、
食
器
の
下
に
タ
オ
ル
な
ど
を

敷
き
、観
音
開
き
の
扉
に
は
鍵
や
耐
震
ロ
ッ

ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
裸
足
で
は
歩
か
な
い

地
震
の
時
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
を
踏
ん

で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
ス
リ
ッ
パ
を
常

備
し
た
り
、古
い
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
を
洗
っ

て
ベ
ッ
ド
の
下
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
就
寝
中
、
眼
鏡
は
す
ぐ
取
れ
る
位
置
に
！

・
水
を
確
保
し
て
お
く

ど
ん
な
に
食
べ
物
を
保
存
し
て
い
て
も
、

そ
の
調
理
に
は
水
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
第
一
に
、
ヤ
カ
ン
な
ど
に
水

を
溜
め
て
お
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

ま
た
、
風
呂
の
残
り
湯
は
防

火
用
水
に
利
用
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
生
活
用
水
に
も
利

用
で
き
ま
す
。
バ
ケ
ツ
も
必

需
品
で
す
。

・
車
の
ガ
ソ
リ
ン
は
で
き
る
だ
け
満
タ
ン
に

車
は
エ
ア
コ
ン
が
付
い
て
い
て
暑
さ
寒
さ

を
し
の
げ
ま
す
。
ま
た
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
で
情
報
収
集
が
で
き
ま
す
。
で
も
避

難
に
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

　

有
事
の
際
は
、
ど
ん
な
も
の
で
も
入
手
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
最
低
限
の
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

用
意
す
る
も
の
は
大
き
く
分
け
て
３
種
類

あ
り
ま
す
。

①
生
き
る
た
め
に
必
要
な
食
料
と
水
の
必
需
品

②
最
初
に
持
ち
出
す
非
常
持
ち
出
し
品

③
復
旧
す
る
ま
で
の
数
日
間
を
支
え
る
非
常

備
蓄
品

　　
　■

必
需
品

　

食
料
、
水
は
３
日
分
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
震
発
生
か
ら
72
時
間
は
人
命
救

助
が
最
優
先
さ
れ
る
た
め
、
行
政
か
ら
の
支

援
は
期
待
し
に
く
い
と
い
う
理
由
で
す
。

　

□
水
（
目
安
：
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）

持
ち
出
し
用
の
水
は
、
重

く
な
ら
な
い
範
囲
に
と
ど

め
、
備
蓄
用
に
数
日
分
を

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

□
非
常
食

長
期
保
存
が
出
来
る
も
の

を
選
び
、
飽
き
な
い
よ
う

に
変
化
を
も
た
せ
、
い
ろ

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
に
前
後
し
て
町
で
は
、
８
月
28
日
に
防
災
講
演
会
と
防
災

図
上
訓
練
、
９
月
11
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
、
防
災
講
演

会
で
道
教
大
札
幌
校
の
佐
々
木
貴
子
准
教
授
が
お
話
し
さ
れ
た
内
容
を
中
心
に
「
地
域
防

災
力
」
の
向
上
に
つ
い
て
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

ご
家
庭
の
地
震
対
策
は
？

非
常
用
持
ち
出
し
品
・
備
蓄
品
を
用
意
し
よ
う

備
え
よ
う 

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
！

！

8 月 28 日に行われた防災講演会の様子

地
震
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す

細
か
な
準
備
と
心
構
え

油
断
は
大
敵
！

防
災
意
識
の
向
上
、
知
識
と
訓
練

防災図上訓練の様子
みんな真剣です！

連   載

地
震
が
来
る
前・

に
準
備
す
る
こ
と
①

ん
な
種
類
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
ち
出
し
品

　

□
懐
中
電
灯　

□
ラ
ジ
オ　

　

□
乾
電
池

　

□
携
帯
電
話
と
充
電
器　

□
救
急
セ
ッ
ト

　

□
通
帳
・
印
鑑
・
現
金
（
小
銭
も
）　

　

□
身
分
証　

□
雨
具　

□
手
袋
・
軍
手

　

□
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

　

□
タ
オ
ル　

□
ホ
イ
ッ
ス
ル　

□
防
寒
具

　

□
衣
類　

□
万
能
ナ
イ
フ　

□
ラ
ッ
プ　

　

□
布
ガ
ム
テ
ー
プ　

　

□
家
族
の
写
真
（
は
ぐ
れ
た
時
の
た
め
）

（
必
要
に
応
じ
て
）

　

□
紙
お
む
つ　

□
生
理
用
品　

□
常
備
薬

　

□
メ
ガ
ネ
用
品

■
備
蓄
品

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ　

□
数
日
分
の
衣
類

□
ろ
う
そ
く
・
ラ
イ
タ
ー
・
マ
ッ
チ

□
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト　

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

□
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
・
灯
油　

□
靴　

　

持
ち
出
し
品
、
備
蓄
品
を
用
意
し
よ
う
と

最
初
か
ら
意
気
込
む
と
重
荷
に
な
り
ま
す
し
、

金
銭
的
な
負
担
も
大
き
な
も
の
で
す
。

　

始
め
は
普
段
の
買
い
物
の
延
長
で
、
食
べ

物
や
品
物
を
買
い
足
し
て
い
く
程
度
で
い
い

と
思
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
少
し
ず
つ
が

肝
心
で
す
。

　
「
コ
レ
が
な
い
と
困
る
」
と
感
じ
る
品
物
を

考
え
て
備
蓄
す
る
と
、
案
外
近
道
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。



■
日　

時　

10
月
16
日
㈰　

午
前
７
時
～

■
区　

域　

栗
山
町
全
域

※
午
前
６
時
45
分
に
打
上
げ
花
火
で
合
図
し

ま
す
（
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
）。

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
・
自
治
会
経
由
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

放
し
飼
い
の
犬
は
野
犬
と
み
な
し
、
捕
獲

処
分
し
ま
す
の
で
、
放
し
飼
い
を
さ
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
期　

間　

10
月
１
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯　

■
区　

域　

栗
山
町
全
域

　

今
年
の
４
月
か
ら
、
埋
立
ご
み
の
減
量
化

を
目
的
に
、
炭
化
施
設
を
稼
働
し
ま
し
た
。

炭
化
処
理
の
た
め
、
従
来
あ
っ
た
「
そ
の
他

の
ご
み
」だ
け
を
、「
炭
に
で・

き・

る・

ご
み
」と「
炭

に
で・

き・

な・

い・

ご
み
」
に
細
分
化
し
て
い
ま
す
。

　

半
年
が
経
過
し
て
、
ご
み
の
分
別
の
状
況

を
見
て
み
る
と
、
一
部
で
す
が
、
ま
だ
不
適

切
な
分
別
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

7

■
期　

間  　

10
月
11
日
㈫
～
10
月
20
日
㈭

■
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～ 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街 

～

～ 

み
ん
な
で
築
こ
う
、
安
全
で
安
心
な
大
地 

～

■
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

○
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止

○
万
引
き
、
自
転
車
盗
の
防
止

○
車
上
狙
い
の
防
止

　

全
国
地
域
安
全
運
動
の
初
日
に
〝
犯
罪
の

な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
〟
を
目
指
し
て
、

町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

１
１
９
人
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
パ
レ
ー
ド
を

駅
前
通
り
で
実
施
し
ま
す
。

　

沿
道
か
ら
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
　

時　

10
月
11
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
Ｅ
ｋ
ｉ
か
ら

　
　
　
　
　

 

ご
縁
広
場
（
松
風
２
）
ま
で　
　

生活と環境

6

安全・安心なまちを目指して

平
成
23
年
全
国
地
域
安
全
運
動

栗
山
地
区

　

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
パ
レ
ー
ド

も
う
一
度
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
ご
み
分
別
説
明
会
の
お
知
ら
せ
～

【問い合わせ】　町環境生活課　
環境対策グループ☎� 7511
生活安全グループ☎� 7510

月　日 時　間 場　所

１０月４日㈫
10：00 ～ 11：30 角田改善センター

２階　研修室Ｂ19：00 ～ 20：30

１０月５日㈬

10：00 ～ 11：30
総合福祉センター

「しゃるる」
１階中ホール

14：00 ～ 15：30 カルチャープラザ
「Ｅｋｉ」

２階　研修室Ａ19：00 ～ 20：30

１０月６日㈭
10：00 ～ 11：30 南部公民館

研修室、和室19：00 ～ 20：30

　

生
ご
み
用
三
角
コ
ー
ナ
ー
袋
（
栗
山
町
推

奨
袋
・
穴
な
し
タ
イ
プ
）
が
７
月
１
日
か
ら

製
造
原
価
の
高
騰
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
価

格
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
周
知
が
遅
く
な
り

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

30
枚
入
り　

２
６
０
円　

　　
　

30
枚
入
り　

３
７
０
円

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

栗
山
興
産
株
式
会
社　

☎
�
０
１
４
２

　
　

　

北
海
道
で
は
毎
年
10
月
を
「
廃
棄
物
適
正

処
理
推
進
月
間
」
と
し
て
、
不
法
投
棄
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
５
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

罰
金
１
０
０
０
万
円
以
下
の
重
罪
で
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
当
然
、
投
棄

し
た
人
が
片
付
け
る
べ
き
で
す
が
、
判
明
し

な
い
場
合
は
、
投
棄
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
・

管
理
者
が
片
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
新
た
な
不
法
投
棄
を
招
き
、

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
住
民
の

目
で
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
用
三
角
コ
ー
ナ
ー
袋

　
　
　
　
　

価
格
改
定
に
つ
い
て

⇒

秋
の
全
町
一
斉
清
掃

　
秋
季
消
防
演
習

受賞おめでとうございます！
防火ポスターコンクール

　

次
の
日
程
で
各
分
団
の
演
習
を
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
演
習
実
施
中
に
車
両
の
サ
イ
レ

ン
が
鳴
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火
災
と

間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
15
日
㈯
か
ら
31
日
㈪
ま
で
は
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
，
暖

房
器
具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
る

た
め
、
火
災
が
多
発
す
る
時
季
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
機
会
に
火
災

予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

☆
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
23
年
６
月
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に 

「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」 

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅

は
（
自
動
火
災
報
知
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

が
あ
る
建
物
は
除
く
）、
全
寝
室
お
よ
び
階
段

室
（
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

『
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
』

１０月１５日～３１日

秋の火災予防運動

消
防
署
か
ら
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ笹谷勇貴さん優秀賞（継立中１年）

☎� 0150

第
１
分
団

  

栗　

山

10
月
15
日
㈯

午
後
２
時
～

第
２
分
団

※
合
同

第
１
部
（
角
田
）

第
２
部
（
雨
煙
別
）

10
月
22
日
㈯

午
後
２
時
～

第
３
分
団

※
合
同

第
１
部
（
継
立
）

第
２
部
（
日
出
）

第
３
部
（
南
学
田
）

10
月
23
日
㈰

午
前
９
時
～

野
犬
掃
と
う
を
行
い
ま
す

　

あ
ら
た
め
て
、
皆
さ
ん
に
〝
適
切
な
分
別

方
法
〟
に
つ
い
て
確
認
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
日
程
で
ご
み
分
別
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
〝
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
〟
で
す
。

ご
み
分
別
の
徹
底
に
向
け
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

炭化処理の仕組みを学び、処理された炭をも
つ栗小４年生たち。
できた炭は農業用肥料や融雪剤として
活用されます。

不
法
投
棄
は

　
　
　

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　　【
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

日
　
時
　
10
月
2
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

場
　
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

内
　
容
　
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
・
食
べ
物
コ
ー

ナ
ー
・
観
劇

対
　
象
　
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
親
子

　【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　
10
月
11
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
親
子
あ
そ
び

対
　
象
　

0
歳
～
1
歳
5
カ
月
児

　【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　
10
月
25
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
高
校
生
と
あ
そ
ぼ
う

　
対
　
象
　

1
歳
6
カ
月
児
～
就
学
前

　【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日
　
時
　
10
月
14
日
㈮

午
前
11
時
～
正
午
　

内
　
容
　
栄
養
相
談
・
試
食
作
り（
要
予
約
）

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
土
曜
開
放
】

日
　
時
　
10
月
22
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日
　
時
　
10
月
20
日
㈭

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午

内
　
容
　
い
も
団
子
作
り

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
お
し
ぼ
り
・
飲
み
物

　
　
　

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
】

日
　
時　

10
月
28
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

　
内
　
容　

親
子
触
れ
合
い
遊
び
・
ホ
ー
ル

で
体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
・
離
乳

食
見
学

対
　
象
　

0
歳
～
1
歳
6
カ
月
く
ら
い

【
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
】

日
　
時　

10
月
28
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

10
月
の

●材料（4 人分）　　　（1 人分 90kcal）
　サンドイッチ用食パン…2 枚　卵…1 個　　
　ベーコン…15 ｇ　赤たまねぎ…1/2 個　
　プレーンヨーグルト…100 ｇ　塩少々
　バター…小さじ 1
　ココット容器（スフレ容器）4 個
●作り方
①ベーコンは 1 ｃｍ幅に切り、赤たまねぎは薄

切りにする。食パンは１口大に切る。
② フライパンを熱し、バターを入れて溶けたら、

①のベーコンとたまねぎをいため、冷ます。
③ 卵とプレーンヨーグルト、塩少々を混ぜ合わ

せる。
④ ココットの立ち上がりに①の食パンを並べ、②

と③を混ぜ合わせたものを入れる。
⑤ ④を天板に並べ、200 度に温めたオーブンで

10 分焼いたらできあがり！

　　　　　町地域医療・保健対策室　
　　　　　　　　　　　　管理栄養士　上西　洵子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

たまねぎキッシュ

　
内
　
容　

製
作
遊
び

対
　
象
　

1
歳
～
5
歳

【
園
開
放
】

日
　
時　

10
月
5
日
㈬
・
12
日
㈬
・
19
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

角
田
保
育
所
☎
�
１
７
０
６

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

日
　
時
　
10
月
27
日
㈭

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
　
容
　
い
も
団
子
作
り

対
　
象
　

1
歳
～
未
就
学
の
親
子

参
加
料
　
1
5
0
円

申
し
込
み　

10
月
21
日
㈮
ま
で

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
　
時　

10
月
19
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

内
　
容　

ホ
ー
ル
で
運
動
遊
び

対
　
象
　
１
歳
～
未
就
園
児

持
ち
物
　
運
動
靴
・
動
き
や
す
い
服

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
�
１
４
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
�
４
９
１
４

【
な
か
よ
し
広
場
】　
　

日
　
時
　
10
月
22
日
㈯

 

午
前
9
時
～
午
後
1
時

内
　
容
　
栗
山
高
校
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぼ
う

対
　
象
　
園
児
・
小
学
生

参
加
料
　
4
0
0
円

申
し
込
み　

10
月
14
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　キッシュはフランス語で食事用パイのこと。
赤玉ねぎの紫色は、血液サラサラ成分のポリ
フェノール（アントシアニン）です。

子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課

福祉・子育てグループ
☎� 2222
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先
月
、
栗
山
中
学
校
と
継
立
中
学
校

の
学
校
祭
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
心
に
残
っ
た
の
は
合
唱
の
素
晴
ら

し
さ
で
す
。
私
が
中
学
生
の
こ
ろ
は「
一

生
懸
命
や
る
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
」
と
、

声
を
出
さ
な
い
生
徒
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
栗
山
の
中
学
生
は
違
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
に
声
を
出
し
、

み
ん
な
で
良
い
も
の
を
作
り
上
げ
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
く

る
合
唱
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
時
、
自
分
か
ら
物
事
に
積

極
的
に
取
り
組
む
体
験
は
、大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
行
動
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
け

れ
ど
も
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
だ
け
で

は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
自
分
か
ら

動
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
子
ど
も
が
自
分
か

ら
「
や
り
た
い
」
と
興
味
を
持
ち
行
動

し
よ
う
と
し
た
時
こ
そ
、
大
人
は
子
ど

も
の
気
持
ち
を
大
事
に
扱
い
、
温
か
く

見
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
相
談
員　

大
館
徳
子
）

そ
ら
ち
ね   

⑥

子
ど
も
・
子
育
て
心
の
相
談
室
よ
り

連載中

　　　
　

新
し
い
法
律
に
変
わ
り
、
10
月
か
ら
の

子
ど
も
手
当
て
を
受
給
す
る
に
は
、
こ
れ

ま
で
受
給
し
て
い
た
方
も
含
め
、
支
給
要

件
に
該
当
す
る
す
べ
て
の
方
が
あ
ら
た
め

て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
支
払
時
期
〉

　
　

平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
1
月
の

4
カ
月
分
を
２
月
に
支
給
し
、
２
月
、
３

月
分
を
６
月
に
支
給
し
ま
す
。

〈
新
た
な
支
給
要
件
な
ど
〉

○
子
ど
も
に
対
し
て
も
国
内
居
住
要
件
が
設
け

ら
れ
ま
す(

留
学
中
の
場
合
な
ど
を
除
く)

。

○
未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者(

父
母
な

ど
が
国
外
に
い
る
場
合
の
み)

に
対
し
て

も
、
父
母
と
同
様(

監
護
・
生
計
同
一)

の

要
件
で
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
単
身
赴
任
の
場
合
を
除
き
、
監
護
・
生
計

同
一
要
件
を
満
た
す
方
が
複
数
い
る
場
合

は
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方
に
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。(

離
婚
協
議
中
の
別
居

の
場
合
は
、同
居
す
る
方
に
手
当
を
支
給)
。

○
保
育
料
や
給
食
費
な
ど
を
て
あ
て
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

0 から 3 歳（一律） 15,000 円

3 歳から小学校修了前
（第 1 子・第 2 子） 10,000 円

3 歳から小学校修了前
（第 3 子以降） 15,000 円

中学生（一律） 10,000 円

※ 10 月 4 日支給分（６月分～９月分）は従来どおり

◎支給額（平成 24 年 2 月支給分から）

「
監
護
」
と
は

子
ど
も
の
生
活
に

つ
い
て
、
社
会
通

念
上
必
要
と
さ
れ

る
監
督
・
保
護
を

行
っ
て
い
る
状
態
。

「
生
計
同
一
」
と
は

同
居
・
家
計
が
同

じ
。
ま
た
は
、
別

居
し
て
い
る
が
、

家
計
を
同
じ
く
し

て
い
る
。

の
制
度
が

変
わ
り
ま
す

【秘密厳守】相談員があなたの悩みに寄り添います。

子育てに自信をなくして、
どうしたらいいか　わからなくなった時
　　思い出してください。
　　　相談する人がいることを・・・

090-9521-4851
（月～金　9：00 ～ 16：30）

匿名可

〈
手
続
き
に
つ
い
て
〉

　
　

役
場
の
住
民
福
祉
課
に
「
認
定
請
求
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
受

給
中
の
方
に
は
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
認
定
請
求
書
の
提
出
期
限
に
つ

い
て
は
、猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
特
に
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転
居
し

た
方
、
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
を
が
生
ま
れ

た
方
は
14
日
以
内
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2



医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
お

よ
び
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

以
上
９
件
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

経
て
本
会
議
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
健
全
化
判
断
比
率
に

つ
い
て

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
土
地
開
発
公
社
決
算

の
報
告
に
つ
い
て

▼
平
成
22
年
度
財
団
法
人
栗
山
町
農
業
振
興

公
社
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

▼
栗
山
町
議
会
議
場
の
「
日
の
丸
」
掲
揚
の

中
止
を
求
め
る
請
願

議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
積
極
的

な
展
開
に
関
す
る
意
見
書

▼
軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除
措
置
な
ど
の
恒

久
化
を
求
め
る
意
見
書

　

以
上
２
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁
へ
提

出
さ
れ
ま
す
。

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、「
体
育
指
導
委
員
」
を
「
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

町
職
員
以
外
の
方
に
、
町
の
依
頼
に
よ
り
公

務
を
補
助
す
る
た
め
の
活
動
と
し
て
旅
行

し
た
場
合
に
、
旅
費
を
支
給
で
き
る
よ
う
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

に
つ
い
て

武
岡
和
幸
氏（
湯
地
）を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

鈴
木
紀
元
氏
（
松
風
３
）
を
再
任
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
水
道
事
業
給
水
条
例

上
水
道
の
料
金
体
系
見
直
し
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
６
月
に
議
会
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
産

業
福
祉
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
本
議
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
・
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
・
老
人
保
健
特
別
会
計
・

下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
・
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者

議会の動き
平成 23 年第 6 回定例会

平成 23 年第 6 回栗山町議会定例会において

次の議案が審議されました。

（9 月 6 日招集）

議  

案

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更
に

　

つ
い
て

や
さ
し
い
心
で
つ
な
ぐ
地
域
支
え
合
い
事

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
、
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
事
業
な
ど
新
た

に
主
要
事
業
６
件
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

５
５
０
６
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

74
億
４
０
６
３
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
や
さ
し
い
心
で
つ
な
ぐ
地
域

支
え
合
い
事
業
補
助
金
、
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
、
栗
山
中
学
校
武
道
場

や
町
道
旭
台
第
２
支
線
の
修
繕
費
な
ど
の

追
加
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
８
２
５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

18
億
３
５
３
２
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
や
、
療

養
給
付
費
等
負
担
金
の
精
算
還
付
金
な
ど

の
追
加
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

３
１
９
８
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
５
５
６
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
公
共
下
水
道
施
設
へ
の
統
合
に
伴

う
長
期
債
繰
上
償
還
の
元
金
追
加
お
よ
び

利
子
減
額
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

２
２
７
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額

13
億
２
９
９
２
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
介
護
給
付

費
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
費
の
確
定
に
よ

る
国
・
道
負
担
金
お
よ
び
支
払
基
金
交
付
金

の
返
還
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

38
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
７
０
７
１
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
平
成
22
年
度
決
算
に
よ
る
繰

越
金
の
確
定
や
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
の
還
付
金
の
追
加
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
住
民
税
な
ど
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
適
用

下
限
額
を
５
千
円
か
ら
２
千
円
に
引
き
下

げ
、
各
種
税
の
不
申
告
な
ど
に
関
す
る
過
料

を
、
３
万
円
以
下
か
ら
10
万
円
以
下
に
引
き

上
げ
る
な
ど
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

法
改
正
に
伴
う
引
用
条
項
の
整
理
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

認  

定

請  

願
意
見
書

※ 

補
正
予
算
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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報  

告

選
　
挙

次
の
と
お
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ

び
補
充
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

村
上　
　

哲
（
中
央
３
）

砂
田　

正
樹
（
松
風
３
）

鈴
木　

英
雄
（
大
井
分
）

長
谷
川
真
由
美
（
桜
丘
１
）

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

古
林　

義
弘
（
中
央
２
）

青
木　

朝
雄
（
桜
丘
２
）

川
﨑　

俊
樹
（
大
井
分
）

宮
川
ゆ
か
り
（
富
士
）
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自
治
区
構
想
の
モ
デ
ル
地
区
「
継
立
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

第
５
回
目
は
「
継
立
神
社
祭
典
」
の
様
子
で

す
。

　

今
年
も
９
月
17
日
に
「
継
立
神
社
祭
典
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
、
神
輿
と
と
も
に
地
域
を
練
り
歩

き
〝
祭
り
〟
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

南
部
公
民
館
で
は
、星
降
る
も
ち
ま
き
大
会
、

大
抽
選
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
行
な

わ
れ
、
地
域
全
体
が

初
秋
の
夜
を
楽
し
み

ま
し
た
。

継
立
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

つ
ぎ
た
て
だ
よ

⑤
り



予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

             

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
患
者
の
せ
き
、
く
し
ゃ

み
な
ど
で
出
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ス
が
、
鼻
や
気

管
な
ど
の
気
道
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
の
季
節
に
向
か
い
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
心
配
さ
れ
ま
す

の
で
、
日
頃
か
ら
の
予
防
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
予
防
法
は
？

○
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
る

○
日
頃
か
ら
十
分
に
休
養
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
栄
養
を
と
る

○
帰
宅
時
は
う
が
い
、
手
洗
い
を
す
る

◆
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
は
？

○
12
月
上
旬
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
通
常
12
月

か
ら
３
月
ご
ろ
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
予
防

接
種
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
は
接
種
後

約
２
週
間
程
度
か
か
り
、
５
カ
月
間
効
果
が

持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

　

満
65
歳
以
上
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
予

防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容
は
、
町
内
の
医
療
機
関
で
12
月
末
ま

で
に
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
に
１
０
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額

助
成
）。
接
種
費
用
か
ら
１
０
０
０
円
を
控
除

し
た
金
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
本
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
で
は
な
い
た
め
、
町
民
税
非
課
税
の
世
帯

に
つ
い
て
も
１
０
０
０
円
の
助
成
と
な
り

ま
す
。

※
町
外
で
受
け
る
場
合
は
、
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
町
が
発
行
す
る
「
予
防
接

種
依
頼
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

栗
山
町
は
、
が
ん
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

主
た
る
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
全
道
平
均
よ

り
高
く
、
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
の
受
診
率

が
近
隣
の
町
に
く
ら
べ
て
も
非
常
に
低
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
19
年
か
ら
21
年
の

３
年
間
の
死
亡
数
と
主
な
死
因
を
示
し
た
も

の
で
す
。
ご
覧
の
と
お
り
半
数
以
上
の
方
が
、

生
活
習
慣
病
が
起
因
と
言
わ
れ
て
い
る
、
心

疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
そ
し
て
、
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
、『
医
師
等
と
の
協
働

に
よ
る
予
防
医
療
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に

取
り
組
み
、
く
り
や
ま
医
療
セ
ミ
ナ
ー
、
健

康
づ
く
り
推
進
員
研
修
会
、
健
康
づ
く
り
サ

ロ
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
延
べ
１
３
０

人
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
り
、
疾
病
予
防
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
10
月
か
ら
健
康
づ
く
り
、
疾

病
予
防
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

健
（
検
）
診
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
定
期
的
に
継
続
し
て
受
診
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
分
自
身
の
健
康
管
理
に
も
大
変
役

立
ち
ま
す
。「
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
無
い
か
ら

大
丈
夫
」、「
ふ
だ
ん
病
院
に
か
か
っ
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
」
と
判
断
せ
ず
、
健
（
検
）
診

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

い
き
い
き
と
働
き
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

も
、
疾
病
予
防
と
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持

ち
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
　

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　町地域医療・保健対策室　☎ �2256
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インフルエンザを
予防しましょう！

　

初
め
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
に

付
い
て
書
こ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ま

し
た
が
、
と
き
ど
き
街
で
見
か
け
る
光
景
で

と
て
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
口
元
が
開
い
て

い
て
、
口
で
呼
吸
し
て
い
る
こ
と
が
頻
繁
に

見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

口
で
の
呼
吸
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。

①
口
の
中
が
乾
燥
し
て
、
ム
シ
歯
や
歯
周
病

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
食
事
を
し
た
後
、
お
皿
を
そ
の

健康のコラムお
鼻
で
呼
吸
し
て
い
ま
す
か
？
　

お
口
で
呼
吸
し
て
い
ま
す
か
？

health columu
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あらい歯科 院長 新井　由
ゆかり

ま
ま
放
置
し
た
ら
、
食
べ
た
も
の
が
こ
び
り

つ
い
て
洗
い
に
く
く
な
り
ま
す
ね
。
そ
れ

が
口
の
中
で
起
き
た
ら
一
体
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
？

②
脳
内
温
度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鼻
か
ら
呼
吸
す
る
こ
と
で
、
脳
が
冷
却
さ
れ

る
作
用
が
働
き
ま
す
。
口
で
呼
吸
す
る
と
そ

れ
が
な
く
な
り
、
脳
内
の
温
度
が
上
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
脳
は
風
邪
で
熱
が
で
て
い
る

の
と
同
じ
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
集
中
力

が
低
下
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

③
歯
並
び
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
口
を
開
け
た
状
態
に
す
る
と
舌
の

力
の
方
が
強
く
な
り
前
歯
が
出
て
き
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇

　

そ
れ
で
は
、
口
呼
吸
の
原
因
と
対
策
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

①
鼻
で
呼
吸
で
き
な
い
疾
患
が
あ
る
（
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・
慢
性
副
鼻
腔
炎
な
ど
）。

ま
た
は
扁
桃
腺
の
肥
大
な
ど
が
あ
る
。

耳
鼻
科
や
口
腔
外
科
な
ど
で
原
因
と
な
っ

て
い
る
疾
患
を
治
療
す
る
。

②
口
を
開
け
る
習
慣
が
あ
る
。

口
の
周
囲
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
口
唇

を
閉
じ
る
よ
う
に
す
る
。

③
歯
並
び
が
悪
く
、
口
を
閉
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

矯
正
に
よ
っ
て

歯
並
び
を
治
す
。

　

簡
単
に
お
話
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
口
元
に
い
ま
一
度
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
防
医
療
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
！             0

50

100

150

200
栗山町の死亡数と主な死因

平成 19 年 平成 21 年平成 20 年

（人）

資料：北海道保健統計年報より

悪性新生物
（がん）

心疾患

脳血管疾患
肺炎

その他

糖尿病

結核

老衰

平成 22 年度栗山医療セミナーの
ワークショップの様子

⇒⇒⇒

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

診療科目

診療時間

午前　　 8：30 ～ 12：30
午後   　14：00 ～ 19：00
日曜・祝日はお休み
予約制、急患は随時受け付け
所在地：中央 3 丁目 233
☎� 1964

■■■ 院長プロフィール ■■■

出　身：栗山町出身
出身校：神奈川歯科大学歯学部
家　族：母、猫 2 匹
趣　味：映画鑑賞、読書、
　　　　　　　　　　テニス
栗山について一言：
祖父の代から続いて 100 年にな
ります。愛着があって、とても住
みよいところだと思っています。

新井　由 院長一般歯科・小児歯科・口腔外科
障害者歯科・矯正相談



　訪問販売などで、いったん契約をした場合でも、一定の期間内であれ
ば無条件で契約解除できる制度を「クーリング・オフ制度」といいます。

□クーリング・オフが出来る期間は？
　主に契約書を受け取った日を含めての 8 日間と 20 日間があります。

 8 日間～セールスマンが一般家庭などに出向いて販売す
る訪問販売や電話勧誘販売など

20 日間～マルチ商法（知人に商品を紹介販売し儲ける目
的で行う商品購入の契約）などの連鎖販売

□期間が過ぎたらクーリング・オフできないの？
　基本的にはできません。しかし、契約書に不備がある場合などクーリ
ング・オフをできる場合がありますので、詳しくは消費生活相談室にご
連絡をください。

◦ ◦ ◦ T o w n  s q u a r e

1 0 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2011 栗山公園だより１０月号　vol.43

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop
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キッズダンス全８チームの『ダンスショー』や大好評の『くりりっ
ぱ大会』など盛りだくさんの内容です。ぜひご家族みなさんで遊
びにきてくださいね♪

あなただけのオリジナル

作りませんか？

被害にあったら、

▲自分でひろった落ち葉
でどんなデザインに
しようかな？

10 月 8 日㈯ 10：00 スタート

栗 山 公 園 ま つ り

すみれサークル和紙絵展
日程／ 10月1 日㈯～ 16 日㈰
～和紙の繊細な色を使った作品をぜひ
ご覧になってください。～

ジュエリーフラワー秋の教室
日程／ 10月16 日㈰
　　　  11：00 と 13：00 の 2 回
テーマ：ラヴリーアニマルアレンジ

秋まつり思い出お絵かき展
日程／ 10月17 日㈪～ 27 日㈭
～町内の幼稚園や保育所に通うお子
さんの可愛らしい絵がたくさん・・
ぜひ見に来てね！～

根っ子の会絵手紙展
日程／ 10月28 日㈮～ 11月5 日㈯
～会員皆さんの温かい作品。なぜか心
が安らぎます。～

新そばまつり
　　　　　　　日程／ 10月1 日㈯

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
10 月は 7日･14日・21日・28日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしていま
す。お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　  9：30 ～ 17：30
土・日・祝　10：00 ～ 17：00

　もうすぐ栗山公園にも紅葉の季節が訪れます。
あなただけの『秋の思い出』を作りませんか？

期間：10 月 8 日㈯～ 11 月 3 日㈷
　　　10：00 ～ 16：00
場所：栗山公園案内所にて受付
料金：おひとり 1 枚 100 円（材料費）

（幼稚園・保育園・団体の参加も随時受付
中です！事前にご連絡ください。）

今年の
最後だよ！

まず

「くりやまマルシェ」同時開催！

　　　

富
士
に
、
地
元
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
お

菓
子
作
り
を
し
て
い
る
『
つ
く
し
ん
ぼ
う
』

が
あ
り
ま
す
。
代
表
の
水
上
由
美
子
さ
ん

に
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

水
上
さ
ん
は
、
お
菓
子
作
り
の
ほ
か
に

も
ご
主
人
の
勝
敏
さ
ん
と
と
も
に
農
業

（
水
上
農
園
）
を
営
ん
で
い
ま
す
。
自
ら

が
育
て
た
自
慢
の
野
菜
に
付
加
価
値
を
付

け
た
い
・
・
・
。
異
業
種
の
方
と
の
交
流

会
に
参
加
し
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、

平
成
14
年
に
一
念
発
起
。『
つ
く
し
ん
ぼ

う
』
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

水
上
さ
ん
は
、
オ
ー
プ
ン
以
来
一
貫
し

て
素
材
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
使
用
す

る
小
麦
や
野
菜
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
を
自
家

栽
培
し
、
農
園
で
作
っ
て
い
な
い
材
料
も

信
頼
し
て
い
る
仲
間
の
農
園
か
ら
仕
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
し
ば
ら
く

す
る
と
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
が
ま
た
ひ
と

ま
わ
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
な
ん
と
、
勝

敏
さ
ん
が
、ク
ッ
キ
ー

に
使
う
卵
に
と
養
鶏

を
始
め
た
の
で
す
。

今
で
は
約
80
羽
が
大

き
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
中
を
走
り
回
っ

て
い
ま
す
。
平
飼
い

栗山のモノづくりを応援します！

自
ら
育
て
た
自
慢
の
農
産

物
を
ク
ッ
キ
ー
に

ま ち の ひ ろ ば ◦ ◦ ◦
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こ
だ
わ
る
っ
て

と
て
も
大
変
な
ん
で
す
よ

栗山のあらゆるモノづくりを募集！自薦他薦は問いません。
【問い合わせ】町総務課広報情報グループ☎ �7501

クッキーを焼いている 中野渡さん

と
呼
ば
れ
る
飼
育
法
で
元
気
に
動
き
回
っ

て
育
っ
た
ニ
ワ
ト
リ
は
、
お
い
し
い
有
精

卵
を
産
む
そ
う
で
す
。「
う
ち
の
卵
は
黄

身
の
色
が
薄
い
ん
で
す
。一
般
的
な
卵
は
、

パ
プ
リ
カ
な
ど
を
餌
に
あ
げ
て
、
黄
身
の

色
を
濃
く
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
と
ク
ッ

キ
ー
の
仕
上
が
り
の
色
に
満
足
で
き
な
い

ん
で
す
。
こ
だ
わ
る
と
い
ろ
い
ろ
と
大
変

な
ん
で
す
よ
」
と
水
上
さ
ん
は
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

水
上
さ
ん
の
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、

や
さ
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。「
小
麦
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
も
お
い
し

い
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
米
粉
で
作
っ
た
ク
ッ

キ
ー
も
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
、
お

米
の
中
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る

物
質
が
少
な
い
「
ゆ
き
ひ
か
り
」
を
使
用

す
る
な
ど
徹
底
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
ア

レ
ル
ギ
ー
に
悩
み
を
も
つ
お
客
さ
ん
が
町

外
か
ら
も
買
い
求
め
て
く
る
そ
う
で
す
。

　　

ま
た
、人
気
商
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る『
大

福
』
は
、
土
曜
・
日
曜
だ
け
の
限
定
商
品
。

な
ん
と
、
添
加
物
を
一
切
入
れ
ず
、
賞
味

期
限
を
作
っ
た
当
日
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
日
に
作
っ
た
も
の
し
か
お
店
に
並
ぶ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
商
品
は
、
栗
夢
プ
ラ
ザ
や
、
Ｊ

Ａ
そ
ら
ち
南
直
売
所
、
値
ご
ろ
市
な
ど
で
販

売
さ
れ
、
札
幌
市
の
ス
ー
パ
ー
に
も
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

リサイクル
センター

つくしんぼう

至 栗山市街

道
々
角
田
停
車
場
線

住　所  栗山町字富士 561
電　話　0123-72-4528

水上由美子さん（中央）とスタッフの皆さん
中野渡麻美さん（右）は水上さんの娘さん
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おかえり栗山へ！ようこそ栗山へ
北海道介護福祉学校交換留学

ぶんぶく茶釜の人形劇
青空図書館

一期一笑
4

を大切に
北海道介護福祉学校学校祭

心をひとつに愛を届ける
東日本大震災の被災地へ手編みの靴下カバー

　24 回目となる介護福祉学校の学校祭が 9 月 17 日と
18 日、「 絆～一期一笑を大切に～」をテーマに開催され
ました。一般公開日には、学生による介護実演、介護食
の試食が行われ、会場に訪れた人たちは熱心に見学。ま
た、交換留学生としてフィンランドから来町しているイ
リ・フオヴィネンさん（20 歳）とサス・モイラネンさ
ん（17 歳）によるシーツ交換も披露されました。手話サー
クルなどの発表もあり、学生たちは、この日のために練
習してきた成果を思う存分発揮していました。 

　寒い季節を迎える前に、東日本大震災の被災地へ温
かさを届けようと月見草の会（佐藤倶子会長）の呼び
かけで『手編みの靴下カバー』1300 足が集められま
した。各ボランティア団体や個人、老人会などが賛同
し、約 4 カ月かけて作りました。佐藤会長は「みんな
の心がひとつになって、これほどの数が集まりました。
もし栗山が災害に見舞われたとしても、この助け合い
の気持ちがあれば『くりやまは大丈夫』だと強く感じ
ました」と話していました。 

　人形劇団ガウチョスによる『青空図書館 人形劇団が
やってくる！』が 9 月 10 日、町図書館で開催されま
した。チンドン屋さんにふんしたガウチョスのおふた
りが、おもしろおかしく会場を盛り上げ「人形劇 ぶん
ぶく茶釜」では、上から糸で操作するマリオネットと
呼ばれる操り人形を使い、細かな動きを表現。参加し
た約 60 人の親子連れが見入っていました。親子で参
加した篠原里花ちゃん（4 歳）は「人形劇ででてきた
タヌキやカエルがかわいかった」と話していました。 

　介護福祉学校の学生 4 人が福祉先進国フィンランドの
福祉を学び 9 月 12 日、椿原紀昭町長へ研修の報告に訪れ
ました。4 人は「住宅のトイレやシャワールームも広く、
介護しやすい環境でした。独居の高齢者宅を訪問しまし
たが、家族と暮らしたいという気持ちが強く、制度は整っ
ていても高齢者の気持ちは日本と同じだなと感じました」
と感想を述べました。また、フィンランドからの交換留
学生 2 人に椿原町長は「栗山での生活を楽しみ良い経験
を積んでください」と歓迎しました。
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

安全な狩猟を目指して
安全狩猟全道射撃大会

狩猟事故防止のため、猟銃の操作技術やマナー向上
を図ろうと 9 月 4 日、「第 25 回安全狩猟全道射撃大会」
( 北海道猟友会主催 ) が栗山国際クレー射撃場で開催
され、全道各地から 90 人を超える会員が参加しまし
た。競技はトラップ、Ｗトラップ、スキート射撃とい
う 3 種目で行われ、白い標的（クレー）への誤射、待
機中の銃弾装填などに厳しいルールが適用されていま
す。参加者はルールを守りながら、射撃技術を競って
いました 。

角田の伝統文化を学ぶ
角田小学校

角田小学校の 3、4 年生 19 人が、角田獅子舞保存会
の永田英隆さん（61 歳）と伊藤忠雄さん（77 歳）を
講師に招き、地域の伝統文化を学びました。児童は、
角田獅子舞の歴史や、太鼓のたたき方、獅子の舞かた
を教わると、鐘と太鼓のリズムにのり上手に舞うこと
ができました。獅子の頭を務めた渡会流雅（りゅうが）
くん（10 歳）は「お父さんも小学生のときに獅子舞を
やっていました。お父さんがやっていた獅子舞をぼく
もすることができてうれしいです」と話していました。

栗山町 検索

まちを明るくしたい
鳥山電気ボランティア

　鳥山電気工事株式会社 ( 鳥山幸健社長 ) による、街
路灯の清掃ボランティアが 8 月 31 日から 2 日間行わ
れました。3 ～ 4 人体制で高所作業車を使い、街路灯
のほこりをエアガンで除去。クリーナーでガラスを丁
寧に磨き上げると中央通りに設置されている 144 灯の
街路灯は見違えるほどきれいになりました。鳥山社長
は「新入社員の技術力向上と、まちを明るくしたいと
いう思いから始めて 3 年目になります。秋まつりの前
に実施できて良かったです」と話していました。

雨に負けず田園風景を力走
くりやまマラソン大会

第 42 回くりやまマラソン大会（町陸上競技協会主催）
が 9 月 4 日に行われ、町内をはじめ道内外のランナー
約 270 人が参加しました。台風の影響を受け、あいに
くの悪天候となりましたが、富士、共和地区などの田
園風景を横目にランナーはゴールを目指して力走しま
した。札幌市から参加した西 英司さん（61 歳）は「先
週の北海道マラソンに続いて参加しました。天候が悪
く残念でしたが、田園風景のなかを走ることができて
とても気持ちかったです」と話していました。



　町道民税（第 3 期）

　国民健康保険税（第 4 期）

　介護保険料（第 4 期）

　後期高齢者医療保険料（第 4 期）

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://suitech.m
ain.jp

◆
問
い
合
わ
せ

町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
6
1
6
1

◆
日

時

11
月
13
日
㈰　

午
前
9
時
～

◆
場

所

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
日

時

○
10
月
25
日
㈫

　

受
付
：
午
後
0
時
30
分
～
3
時

○
10
月
26
日
㈬

　

受
付
：
午
前
8
時
～
10
時
30
分

※
受
付
か
ら
１
時
間
程
度
で
検
査
は
終
了

し
ま
す
。

◆
場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対

象

　

昭
和
26
・
31
・
36
・
41
・
46
年
生
ま
れ

の
栗
山
町
民

※
対
象
の
方
に
は
6
月
に
ご
案
内
し
て

ま
す
。　

◆
料

金　
　

5
0
0
0
円

◆
検
査
方
法

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
（
磁
気
共
鳴
断
層
画
像
）

※
磁
石
と
電
磁
波
を
使
用
し
て
、
脳
の
断

層
写
真
を
撮
影
す
る
検
査
で
す
。

◆
申
し
込
み　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

　

☎
�
2
2
5
6

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
各
体
育
施
設

の
予
約
状
況
な
ど
が
ご
確
認
い
た
だ
け
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◆
予
備
講
習

　

11
月
6
日
㈰
午
前
9
時
か
ら
予
備
講
習

を
行
い
ま
す
。

◇
場
　
所

　

岩
見
沢
市
民
会
館 

ま
な
み
ー
る

◇
受
講
料　
　

　

第
1
種　
　
　
　

7
5
0
0
円

　

わ
な　
　
　
　
　

5
0
0
0
円

　

同
時
受
講　
　

1
0
0
0
0
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
猟
政
協
議
会

☎
0
1
2
6
（
2
5
）
5
7
6
8

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　  ☎� 7506

今月の納期限

10/ 31月
納税には

便利な
口座振替を！

国 民 年 金
「ご存知ですか？

国民年金の任意加入制度」

　老齢基礎年金は、20 歳から 60 歳にな
るまでの 40 年間保険料を納めなければ、
満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、
保険料の納付済期間が 40 年間に満たな
い場合は、60 歳から 65 歳になるまでの
間に国民年金に任意加入して、満額の年
金に近づけることができます。なお、老
齢基礎年金を受給
するためには、保
険料の納付済期間
や保険料の免除期
間などが原則とし
て 25 年以上必要と
なりますが、この要件を満たしていない
場合は、70 歳になるまで任意加入するこ
とができます（ただし、昭和 40 年 4 月 1
日以前に生まれた方に限られます）。

　詳しくは下記にお問い合わせください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ ☎� 7509

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

脳
検
診

試
　
　
験

狩
猟
試
験

　

が
ん
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め

の
、
が
ん
検
診
に
関
す
る
健
康
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日

時

○
10
月
6
日
㈭　

午
後
4
時
～

　
「
子
宮
が
ん
予
防
～
子
宮
頸け

いが
ん
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
～
」

　

講
師
：
に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　

院
長　

西
見 

寿
博 

氏

○
10
月
19
日
㈬　

午
後
2
時
～

　
「
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」

　

講
師
：
栗
山
赤
十
字
病
院

　
　
　
　

院
長　

菱
山 

豊
平 

氏

◆
場

所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
参
加
料　
　

無　
　

料

◆
内

容

が
ん
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
の
、

が
ん
検
診
に
関
す
る
健
康
講
座
※
一
部

事
前
に
配
付
し
た
チ
ラ
シ
と
内
容
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

　

☎
�
2
2
5
6

◆
対

象

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
資
格

の
な
い
方
で
、
次
の
①
～
③
に
該
当

す
る
生
活
上
困
窮
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
方
。

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属

し
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
な
い
方

②
同
一
世
帯
内
に
収
入
の
あ
る
同
居
人
が

い
な
い
方

③
同
居
し
て
い
な
い
親
族
な
ど
（
第
三
者

を
含
む
。）
か
ら
定
期
的
ま
た
は
臨
時

的
に
金
銭
の
支
援
が
な
い
方

◆
支
給
額

　

月
額
5
千
円

◆
申
請
手
続
き　

申
請
書
（
印
鑑
）
の
他
に
審
査
に
必
要

な
書
類
（
通
帳
）
な
ど
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

暮  

ら  

し

18

預
貯
金
、
給
与
な
ど
の
財
産
の
差
し

押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
自
動
車
税
を
納
税
し
て
い
な

い
方
は
、
必
ず
空
知
総
合
振
興
局
納
税

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部
納
税
課

　

☎
0
1
2
6
（
2
0
）
0
0
5
5

◆
月

日

　

10
月
20
日
㈭

◆
場
所
・
時
間

・
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

・
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

正
午
～
午
後
1
時

・
北
海
道
内
田
鍛
工

　

午
後
1
時
25
分
～
2
時
25
分

・
栗
山
町
役
場

　

午
後
2
時
40
分
～
4
時

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

まちのおしらせ

人　口　13,336 人   （ ー14）
　男　　 6,249 人   （ ±    0）
　女　　 7,087 人   （ ー14）
世帯数　 6,061世帯（ ＋    5）

※9月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

10
月
か
ら
自
動
車
税
の

徴
収
を
強
化
！

無
年
金
者
に
生
活
支
援
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
！

◦国の制度なので安全・確実・簡単
◦掛け金の一部を国が助成
◦掛け金日額 310 円
◦経営事項審査で加点評価の対象

【問い合わせ】
（独）勤労者退職金共済機構

建設業退職金共済北海道支部　☎ 011（261）6186

知っていますか？

建 退 共 制 度
建退共 検索

献
血
に
ご
協
力
を

が
ん
検
診
講
座



　

栗
山
の
魅
力
あ
る
農
産
物
や
加
工
品

を
使
っ
た
栗
山
グ
ル
メ
、
道
内
各
地
か

ら
豚
丼
、
や
き
と
り
な
ど
お
い
し
い
物

が
大
集
合
！

◆
日

時　

10
月
8
日
㈯

午
前
11
時
～
午
後
3
時

◆
場

所　
　

栗
山
公
園

◆
内

容

　

栗
山
を
は
じ
め
道
内
各
地
の
グ
ル
メ

コ
ー
ナ
ー
や
新
米
お
に
ぎ
り
早
食
い
大

会
、野
菜
詰
め
放
題
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
。

※
詳
し
く
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
青
年
会
議
所　

山
形

☎
0
9
0
（
7
7
2
8
）
5
0
2
0

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
（
指
導
員
）
に
挑
戦
す
る
方

の
養
成
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
期

間　

11
月
～
３
月

◆
対

象

･
20
歳
以
上　

Ｓ
Ａ
Ｊ
１
級
取
得
者

･
シ
ニ
ア　

Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以
上

◆
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪

21

infomation 10

講
　
　
習

　

栗
山
町
は
種
馬
鈴
し
ょ
の
主
要
な
産
地
で

す
。
道
内
に
お
い
て
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
」
の
発
生
被
害
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
」

と
は
、「
馬
鈴
し
ょ
」
の
生
育
不
良
を
招
く
土

壌
害
虫
で
、
一
度
侵
さ
れ
る
と
完
全
に
退
治

す
る
の
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

汚
染
地
域
と
な
っ
た
場
合
、
栗
山
町
の
主
力

作
物
の
一
つ
で
あ
る
、「
種
馬
鈴
し
ょ
」
の
生

産
が
不
可
能
と
な
り
、
本
町
に
と
っ
て
計
り

知
れ
な
い
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

　
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
は
自

力
で
は
ほ
と
ん
ど
移
動
せ
ず
、汚
染
し
た
「
土
」

や
「
種
い
も
」
で
移
動
す
る
な
ど
、
人
為
的

な
も
の
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
次
の
点
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
正
規
な
「
種
い
も
」
を
、
毎
年
更
新
す
る
。

●
食
用
の
馬
鈴
し
ょ
を
「
種
い
も
」
と
し
て

使
用
し
な
い
。

●
町
外
の
畑
に
は
入
ら
な
い
（
土
が
靴
に
付

着
し
ま
す
）。

●
発
生
地
域
か
ら
の
根
菜
類
、
球
根
類
、
苗

木
な
ど
の
移
動
は
行
わ
な
い
（
空
知
地
区

は
未
発
生
地
域
で
す
）。

　【
問
い
合
せ
】

Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
営
農
指
導
課

☎
�
１
３
１
３

お願い！畑に入らないで！
土壌重要害虫「ジャガイモシストセンチュウ」侵入を防ごう！！

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

篠
原　

亨

☎
０
９
０（
２
０
５
４
）０
０
２
３

　　
正
し
い
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
が
身

に
つ
く
、
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時　

11
月
20
日
㈰

午
後
1
時
～
5
時

◆
場

所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対
　
　
象

満
15
歳
以
上
の
方
（
定
員
30
人
）

◆
受
講
料

　

1
5
0
0
円
（
教
材
費
）

◆
内

容

人
工
呼
吸
、心
肺
蘇
生（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）、A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
な
ど

◆
そ
の
他

講
習
会
当
日
、
検
定
を
行
い
合
格
者
に

「
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。
認
定
証
は
３
年

間
有
効
で
、
当
講
習
会
受
講
に
よ
り
更

新
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
講
習
は
「
赤

十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
」
を
受

講
す
る
場
合
の
必
須
講
習
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

日
赤
栗
山
分
区
事
務
局

　

☎
�
2
2
2
2

ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
習

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ

【
夕
張
の
紅
葉
＆
レ
ー
ス
イ
の
湯
】

◆
日

時　

10
月
19
日
㈬

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

◆
見
学
場
所

夕
張
市
滝
の
上
公
園
、
幸
せ
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
広
場
、
レ
ー
ス
イ
の
湯

◆
参
加
料

･
大
人　
　
　

3
0
0
0
円

・
小
人　
　
　

2
5
0
0
円

入
館
料
、
昼
食
代
、
入
湯
料
含
む

◆
申
込
期
間　

10
月
3
日
㈪
～
11
日
㈫

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主

催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
0
2

◆
日

時

11
月
3
日
㈷

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

栗
山
町
町
有
林
内

◆
内

容

　

苗
木
の
植
栽
と
森
の
お
話
し

◆
定

員　
　

先
着
30
人

◆
参
加
料　
　

無　

料

◆
申
込
期
限　

10
月
28
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
森
林
組
合

☎
�
8
1
2
2

◆
日

時　

10
月
20
日
㈭
～
23
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

※
23
日
は
午
後
4
時
ま
で

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
内

容

漢
字
あ
り
、
仮
名
あ
り
、
臨
書
あ
り
、

創
作
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
会
派
・
個
人

の
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単

純
明
快
で
、
奥
深
い
白
と
黒
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局　

杉
本

　

☎
�
5
8
2
7

20

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
親
睦
と
交

流
を
目
的
に
、
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な

ど
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日

時

10
月
23
日
㈰

午
前
9
時
～
正
午

◆
場

所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
内

容

　

体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど

◆
対

象

　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
参
加
料　
　

無　

料

◆
申
込
期
限　

10
月
12
日
㈬

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議

会
）

☎
�
1
3
2
2

◆
日

時

10
月
9
日
㈰

午
前
8
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳
市
祝
梅
）

※
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
。
駐
車
場
は
十
分
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
お
車
で
お
越
し
い
た
だ
い
て

まちのおしらせ

大
丈
夫
で
す
。

◆
内

容

　

日
本
最
大
の
戦
車
パ
レ
ー
ド
、
訓
練
展

示
、
装
備
品
展
示
の
ほ
か
戦
車
試
乗
、

模
擬
売
店
、
地
域
物
産
展
に
て
特
産
品

や
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
の
販
売

◆
問
い
合
わ
せ

第
7
師
団
司
令
部
総
務
課
広
報
渉
外
班

☎
0
1
2
3
（
2
0
）
5
1
3
1

◆
日

時

11
月
6
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
入
場
料　
　

無　

料

◆
内

容

　

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に

よ
る
出
店
や
、
福
祉
体
験
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
ギ
フ
ト
券
（
1
万
円
3
本
）
な

ど
約
80
点
が
あ
た
る
、
ふ
れ
あ
い
大
抽

選
会

※
詳
し
く
は
、
広
報
く
り
や
ま
11
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

催
　
　
し

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

木
を
植
え
て
み
な
い
会

一
心
書
道
展

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団

創
隊
56
周
年
記
念
行
事

ふ
れ
あ
い
広
場



湯
村
和
弘 

58 

9/7 

本

人

小
倉
淳
子 

77 

9/7 

本

人

後
藤
浅
夫 

83 

9/8 

本

人

藤
田
道
子 

68 

9/9 

本

人

大
坂
光
夫 
80 

9/10 

本

人

大
山
利
雄 
81 
9/14 

本

人

伊
藤
フ
ジ 

94 
9/14 
和

惠

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

冬
野
花か

ほ歩 

8/10

高
橋
乙お

と
は羽 

8/15

古
賀
詩し
お
ん音 

8/17

川
﨑
智と

も
み未 

8/26

佐
藤
壱い
ち
と斗 

9/4

宮
本
莉り

な奈 

9/6

相
馬
道み
ち
る瑠 

9/9

大

希
文

裕

輔

恵
里
子

聖

都

莉

菜

浩

彦

小
百
合

晃

広

久

代

孝

之

純

美
誠
良

子

松
風
４

松
風
４

朝
日
４

継

立

朝
日
４

松
風
３

中
央
４

お
め
で
た

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

木
内
美
惠
子 

89 

8/15 

勲

雄

山
﨑
サ
ツ
子 

88 

8/17 

本

人

水
野
康
子 

70 

8/18 

武

夫

山
岸
喜
榮
子 

76 

8/19 

三
太
郎

笠
間
三
郎 

86 

8/19 

本

人

平
田
は
な
子 

97 

8/19 

善

治

菅
原
芳
枝 

96 

8/19 

本

人

橋
本
キ
ヨ 

90 

8/21 

博

今
枝
　

孝 

59 

8/21 

本

人

梶
山
久
子 

84 

8/21 

本

人

中
添
　

哲 

66 

8/28 

本

人

梅
津
正
芳 

86 

8/28 

本

人

安
藤
キ
ヨ 

93 

8/31 

本

人

大
谷
　

敬 

77 

9/3 

本

人

お
く
や
み

継

立

日

出

朝
日
４

桜
丘
３

富

士

中

里

湯

地

松
風
２

朝
日
３

朝
日
４

松
風
３

中
央
４

松
風
４

松
風
３

【
金
一
封
】

◇
木
内
勲
雄
さ
ん
（
継
立
）
よ
り
母
の
逝

去
に
際
し
て

【
金
一
封
】

◇
菅
原
武
司
さ
ん
（
中
央
1
）
◇
と
き
わ

町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）

【
慰　

問
】

◇
継
立
保
育
所  

園
児
の
皆
さ
ん

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

◇
天
理
教
青
年
部
（
富
山
知
一
部
長
）

23

水道料金の滞納には、厳しく！
　毎日の生活に大切な水は、みなさん
からの水道料金によって作られていま
す。このことから、料金の未納は水道
事業の経営に大きな支障をきたす原因
となります。
　そのため水道料金の支払いが滞って
いる方には、「給水停止処分」により対
応をすることになります。
　料金を支払わず水道を使用すること
は、いかなる理由があっても許すわけ
にはいきません。きちんとお支払いい
ただいている方との公平性からも当然
の措置です。
　みなさんが大切
な 水 へ の 意 識 を
もって、納期内の
支払いにご協力を
よろしくお願いし
ます。

支払いは便利な口座振替を

○水道料金を自動的に支払うことがで
きる「口座振替（自動振込）」を活用
しましょう。振替日は、検針月の翌
月 10 日です。

○口座振替の手続きは、町建設水道課
のほか、町内の銀行、郵便局の窓口
で可能です。通帳と銀行印をご持参
ください。

○納入通知書（はがき）では、コンビ
ニエンスストアでのお支払いが可能
です。普段、銀行などの窓口でお支
払ができない場合など、コンビニエ
ンスストアを活用して納め忘れのな
いようにご協力ください。

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

infomation 10

■ 次号「広報くりやま 11 月号」の原稿締切は 10月14日㈮まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎�7501

みんなの

水 道
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

角

田

継

立

中
央
２

中

里

継

立

中
央
４

角

田

【
金
一
封
】

◇
栗
山
町
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

◇
今　

国
和
さ
ん
（
中
央
2
）

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス　

シ
オ
ミ
薬
品
◇
エ
ス

ケ
ー
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗

山
店
◇
く
す
り
の
え
び
な
◇
粒
里
㈲

【
慰　

問
】

◇
フ
ラ
ス
イ
ト
ピ
ー
（
松
風
2
）
◇
栗
山

町
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
旭
台
）
◇

椿
れ
い
子
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
（
札

幌
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
泉
徳
苑
へ

◆
日
時
・
場
所

　

10
月
21
日
㈮

　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

　

10
月
20
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

空
知
総
合
振
興
局

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

10
月
19
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

◆
日

時

10
月
14
日
㈮
、
28
日
㈮
、
11
月
11
日
㈮
、

25
日
㈮
、
12
月
2
日
㈮
、
16
日
㈮

※
要
事
前
予
約

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６
（
2
2
）
0
8
1
0

◆
日
時
・
場
所

　

10
月
18
日
㈫

　

午
後
１
時
～
4
時

岩
見
沢
市
役
所　

1
階　

市
民
相
談
室

◆
内

容

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
か
ら
の

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
各

ロ
ー
ン
に
よ
る
返
済
で
お
悩
み
に
方
に

問
題
解
決
に
向
け
て
の
相
談

◆
申
込
方
法　

　

前
日
ま
で
に
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

北
海
道
財
務
局
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
１
1
（
8
0
7
）
5
1
4
4
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まちのおしらせ

相  
  

談

譲
渡
所
得
・
相
続
税
・
贈
与

税
に
関
す
る
個
別
相
談

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

【
金
一
封
】

◇
土
屋
雅
之
さ
ん
（
東
京
都
）
よ
り
総
務
寄

付
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
）と
し
て
◇
浅

利
行
夫
さ
ん
（
湯
地
）
よ
り
総
務
寄
付
金

（
ま
ち
づ
く
り
）と
し
て
◇
伊
藤
和
惠
さ
ん

（
角
田
）
よ
り
社
会
福
祉
寄
付
金（
地
域
福
祉

基
金
）と
し
て　

　
　
町
　
へ ご  

厚  

意

多
重
債
務
巡
回
無
料
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

10
月
26
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
4
時
30
分

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

北
海
道
弁
護
士
会
連
合
主
催
の
30
分
間

程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約（
10
月
3
日
か
ら
）

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

弁
護
士
法
人 

小
寺
・
松
田
法
律
事
務

所 

岩
見
沢
事
務
所

☎
０
１
２
６
（
2
2
）
3
3
8
0

秋 の行政相談
■行政相談委員

窪　統央　氏
松風 2 ☎� 2779

行政相談委員は、役場と皆さんのパイ
プ役です。皆さんから年金、登記、道路、
河川、窓口サービスなど役所の業務につ
いての要望、意見をお聞きして改善を図
ります。お気軽にご相談ください。秘密
は守ります。

■毎月第 2 月曜日は「行政相談日」
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱カルチャープラザ「Eki」
　相談料╱無料
■秋の巡回相談
　相談日╱ 10 月 18 日㈫
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱農村環境改善センター（角田）
　相談料╱無料

【問い合わせ】
町総務課広報・情報グループ ☎� 7501

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
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地域社会の発展に貢献＊栗青協

地域社会の発展に優れた活動を展開している団体を表彰す
る、平成２３年度北海道青少年基金事業顕彰を栗山町青年

団体協議会（月輪淳紹会長）が受賞しました。同会は花いっぱい
運動といった町づくり活動のほか、クリスマスに行っているデリ
バリーサンタ事業など、地域の青少年育成や異世代交流に貢献し
ていることが評価され、今回の受賞となりました。（９月１４日）

夢を追いかけて！＊家庭教育講演会

元ヤクルトスワローズの花形選手で、スポーツキャスターの栗
山英樹さんの講演会がカルチャープラザ「Eki」で行われまし

た。栗山町PTA連合会（鳥山幸健会長）が主催する家庭教育講演
会として開催され、各小中学校のPTA会員など約２５０人が耳を傾
けました。栗山さんは「夢を追いかけて」と題して講演。長嶋茂雄
監督やイチロー選手などとのエピソードを交えながら、自身が歩
んできたプロ野球人生を振り返り、指導者（親）の心得として「選
手に掛ける言葉の大切さ」、「人と比べず、皆が持っている能力の
良い引き出し方」などを参加者へ投げかけました。（８月２９日）

これからも楽しんで＊高齢者大学祭

栗山町高齢者大学の「学校祭」が、カルチャープラザ「Eki」
で開催されました。４７点にも及ぶ書や写真、手芸などの

作品が展示され、来場者を楽しませました。ステージ発表では、
ハーモニカサークルによる演奏や合唱クラブによるハンドベル演
奏、大正琴クラブによる演奏が披露され、「ソーラン節」など聞き
なれたメロディに、参加者は自然と歌詞を口ずさんでいました。
発表後には高齢者消費者被害防止講習会として中井悦子氏（北
海道消費者協会非常勤講師）による講演が行われ、参加者は悪
徳商法による被害防止について学びました。（９月１４～１６日）

迫真の演技に感動＊演劇鑑賞事業

子どもに上質な演劇に触れてもらおうと、演劇鑑賞事業が
栗山小学校、角田小学校（継立小学校との合同開催）で

開催され、劇団（民話芸術座）による手塚治虫原作の「雨ふり
小僧」が上演されました。演劇教室では発声法や緊張をほぐす
ための体操が紹介された後、実際に児童代表と先生が朗読劇
に挑戦。また、劇にも子どもが子役として出演し、仲間の迫真の
演技に皆真剣に見入っていました。出演した栗山小６年の宮下
恵美さんは「楽しく演技ができました。今回の体験が学芸会に
も役立つと思います」と話していました。　 （９月１２・１３日）
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【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

１０月２５日㈫～１１月１３日㈰
■場　所　栗山町図書館

■内　容

　手作り絵本作家になろう講習会で子どもたち

が作成した絵本を展示します。

世界に１冊だけの手作り絵本展

特集コーナー
１０月１８日㈫～１１月２０日㈰
■一般向け　秋の夜長にミステリー
紹介する本の一部
「折れた竜骨」、「ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。」
■児童向け　心にグッとくる絵本
紹介する本の一部
「ちいさなごるり」、「ちょろりんのすてきなセーター」

１０月１日㈯～１１月３０日㈬
　図書館にある利用者用インターネット端末で、

朝日新聞データーベースをご利用いただけます。

明治１２年から現在までの記事が検索可能です。

図書館で朝日新聞の記事が検索できます

【日 時】　１０月１４日㈮～１５日㈯
１４日１９：００集合／１５日１１：００解散

【場 所】　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

【内 容】

まちづくり事例発表、情報交換、自然体験（魚釣り）、

雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスでの宿泊　ほか

【対 象】　

まちづくり・地域づくりに関心のある青年及び学生

【申込締切】　１０月１１日㈫
【参 加 料】　3，０00円

【主催・申込先・問い合わせ】　

教育委員会社会教育グループ

☎72－1117

ペン習字講座ペン習字講座ペン習字講座 ～正しい字を書いてみよう～

青年団体活動活性化研修会青年団体活動活性化研修会体験活動推進事業

１１月２日㈬、９日㈬、１７日㈭　（全３回）
【時 間】　１８：３０～２０：００

【場 所】　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　研修室Ａ

【講 師】　一人一芸指導者　湯浅　綾子氏

【対 象】　一般町民（定員２０人）

【受 講 料】　１，０００円

【持 ち 物】　ボールペン

【申込期限】　１０月２８日㈮
【申込先・問い合わせ】 教育委員会社会教育グループ　☎72－1117



　４年前から始まった夕張川へのサケ遡上計画の取り
組みは、青年会議所・ＮＰＯくりやま・ハサンベツ里山
によるサケ・マス稚魚の放流をはじめ、夕張川再生の
取り組みが一定の成果を生み出しつつあります。これ
までの調査で、南幌町清幌床止２カ所の落差工への魚
道を、サケ・マスやモクズガニが遡上していることが分
かりました。また、９月１８日には、栗沢頭首工下流で、
シロザケを目視確認し、
サクラマスとイトウを捕
獲確認しました。放流
地点の雨煙別川や阿野
呂川まで遡上させるま
でには、栗沢頭首工と
長沼頭首工の２カ所に
魚道が必要になります。
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楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時

　

10
月
８
日
㈯　

午
前
11
時
～　

■
場　
　

所

　

栗
山
町
図
書
館
（
中
央
3
）

■
対　
　

象

　

幼
児
～
小
学
生
低
学
年

■
入
場
料　

無
料

■
内　
　

容

　

・
手
遊
び　

「
ぺ
っ
た
ら
ぺ
っ
た
ん
」

　

・
絵
本

「
か
ば
く
ん
」

「
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
」

　

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
の
い
い
な
い
い
な
」

　

・
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

「
パ
ク
パ
ク
か
ば
く
ん
」

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
栗
の
子
」

　

小
原　

富
佐
子　

☎
�
1
6
4
8

次回は・・
１１月５日㈯
１１：００～

図書館

■
日　
　

時

　

10
月
30
日
㈰

　

開
場　

午
後
１
時
30
分
～

　

開
演　

午
後
２
時
～

■
場　
　

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

研
修
室
Ａ

■
内　
　

容

　
「
き
り
紙
、
読
み
語
り
、
音
楽
、

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
人
形
劇
」
が

　

一
つ
に
合
体
し
た
舞
台
パ
フ
ォ
ー

　

マ
ン
ス
。

■
チ
ケ
ッ
ト
・
整
理
券

　

高
校
生
以
上　

３
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

未
就
学
児　
　

無
料

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
の
上
、

　

整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
・
整
理
券
取
扱
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」、

　

角
田
改
善
セ
ン
タ
ー
、
継
立
南
部

　

公
民
館

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
運
営
実
行
委
員
会

　
【
指
定
管
理
者 

株
式
会
社
日
東
総
業
】

　
☎
�
３
３
３
３

き
り
が
た
り
シ
ア
タ
ー

in
く
り
や
ま

き
り
が
た
り
シ
ア
タ
ー

in
く
り
や
ま

きり紙

人形劇生演奏

パネルシアター

読み語り

【主催】ハサンベツ里山計画実行委員会　【問い合わせ】いきものの里ふれあいプラザ　☎７２－３０００

今月のハサンベツの日は
【日 　 時】１０月９日㈰  ９：００～１２：００
【場 所】ハサンベツ里山センター
【内　　容】

   ・田の字田んぼ稲刈り、そば刈り
   ・エゾヤマザクラの補植
   ・薪小屋や炭焼き小屋の整理　　など

【持 ち 物】長靴、軍手、汚れてもよい服装

　暖かい夏は水稲の成長を促し、豊作の出来秋を
迎えました。稲刈後、田んぼの電線にとまるムクド
リは日一日と群れを大きくし、越冬する南の国に渡っ
ていく準備をしています。ハサンベツ里山では先日
来からの朝夕の冷え込みで、やっと秋らしい気配が
漂い始めました。晴天の日には、命をつなぐため、
田んぼ、池や川に頻繁に産卵を繰り返すアキアカネ
とイシメトンボの群れが飛び交い、夕暮れの空には、
まさに、夕焼け小焼けの赤とんぼの童謡の光景が広
がっています。

栗沢頭首工まで、サケ・マス遡上！

毎月第２日曜日は
 『ハサンベツの日』作業日
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自分のペースでいつでも学べる！　丁寧で親切な個別指導！

【日 時】１０月４日㈫～３月２９日㈭ 毎週火・木曜日
９：００～１２：００（１日３時間）

【場 所】ＮＰＯ法人くりやまコミュニティネットワーク
中央３丁目３０５（消防署斜め向かい）

【対 象】１８歳以上の町民の方
【受 講 料】１日１,０００円（受講日当日納入）
※テキスト代１,０５０円が別途かかります。
※テキストを使って自分のペースで受講できます。希望日

を事前に予約してください。受講回数は４回（４日間）
までです。

【定 員】１６人（１日の受講定員は４人まで）
【申込方法】受講希望日を電話で申し込み

【申込先・問い合わせ】　ＮＰＯ法人くりやまコミュニティネットワーク　☎ 73-3131

初級者向けの講座（Word2007＆ Excel2007入門・
はじめよう！ブログ講座）も受講生を募集しています。
※受講料は１日 5,000 円で受講できます。

第１９回くりやま音楽祭
■日 時　１０月２２日㈯　１３ ： 0 ０開演

■場 所　カルチャープラザ「Eki」多目的ホール

■内 容　ピアノなどの個人演奏や合唱団、吹奏

楽部の発表など

第４４回栗山町芸能祭
■日 時　カラオケ発表会 １１月２日㈬　１７ ： ３０～

　　　　　　　　芸能発表会 １１月３日㈷　１０ ： ００～

■場 所　カルチャープラザ「Eki」多目的ホール

■内 容　文化連盟所属のカラオケ・民謡・詩吟・

日舞サークルなどによる発表会

第２７回くりやま芸術祭
■期 間　１０月１３日㈭　～１６日㈰
■時 間　９：００～１９：００

（１６日は１６：００まで）

■場 所　カルチャープラザ「Eki」全館

■内 容　町内のサークルや個人による絵画・書道・

写真・木彫・盆栽・華道・手工芸・陶芸

などの展示

               「特別作品展」として、町内在住の未就

学児童（年長組）の絵画作品を展示

１５日㈯に囲碁・茶道・写真の体験教室が開催

されます。※参加料無料・申込不要

◆囲碁（栗山囲碁愛好会）

　サークル室Ａ　１０：００～１６：００

◆茶道（ＭＯＡ茶の湯サークル）

　ロビー　１０：００～１５：００

◆写真（道写協栗山支部）

　サークル室 B　1６：００～１９：００

第４５回栗山町菊花展
■期 間　１１月 １日㈫　～ ３日㈷
■時 間　1 日㈫ １３：００～２２：００

２日㈬ 　９：００～２２：００

３日㈷ 　９：００～１５：００

■場 所　カルチャープラザ「Eki」ロビー

■内 容　栗山菊花好友会の会員による大輪・ダ

ルマ・福助などの展示と即売

体験教室

１１月３日㈷　総合福祉センター 「しゃるる」
　８ ： ４５～　受付／９ ： ００～　開会式

■対 象
　３歳児から小学３年生までの児童、生徒とその保護者
　※子どもだけの参加はできません。
■参 加 費　無料（当日会場にて参加受付）
■持 ち 物
　運動できる服装、上靴、飲み物、汗拭きタオル、
　筆記用具
■主 催
　（財）日本レクリエーション協会・北海道レクリエーション協会
■問い合わせ
　教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

開会式（１０分）

閉会式

親子一緒のプログラム（４０分）
（元気アップエクササイズ体験）

保護者向けセミナー
（４０分）

  9：00

  9：10

10：00

10：50

11：40

12：00

子ども向けプログラム
（ボールなどの用具を使

用した運動教室）子育てしゃべり場
（４０分）

親子元気アップ！事業親子元気アップ！事業
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▼
3
泊
4
日
の
日
程
で
、
足
寄
で
行
わ
れ
た
「
青

少
年
自
然
体
験
活
動
指
導
者
養
成
事
業
」
と
い
う

長
い
名
前
の
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
然
体
験
と
い
う
手
段
を
通
し
て
、
何
を

子
ど
も
に
学
ん
で
欲
し
い
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ

た
研
修
で
し
た
。
栗
山
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ぜ
ひ
活
か
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。　
　
（
原
田
）

▼ 

広
報
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
月
末
は
編
集
作
業

の
『
書
き
入
れ
時

4

4

4

4

4

』
に
な
り
ま
す
。
話
は
変
わ
り
、

こ
こ
で
長
年
も
っ
て
い
た
私
の
思
い
こ
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。『
柿
入
れ
時

4

4

4

4

』。
秋
は
柿
が
お
い
し
い

季
節
。
柿
が
な
っ
て
な
っ
て
収
穫
で
大
忙
し
・
・
・
。

か
ら
来
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
日
本
語
っ
て
難
し
い
。　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
）

▼
降
り
だ
し
た
雨
の
中
、
２
つ
の
取
材
を
続
け
、

す
っ
か
り
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夕
張

川
の
サ
ケ
捕
獲
調
査
と
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
。

奇く

し
く
も
今
月
号
の
表
紙
と
裏
表
紙
を
飾
っ
て
い

ま
す
。
サ
ケ
捕
獲
調・

査・

は
面
白
か
っ
た
。
捕
獲
こ

そ
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
姿
は
確
認
で
き
ま
し
た
。

代
わ
り
に
サ
ク
ラ
マ
ス
と
イ
ト
ウ
が
網
に
か
か
り
、

調
査
ゆ
え
上
流
に
放
し
て
い
ま
し
た
。
食
べ
る
と

手
が
後
ろ
に
回
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。（
中
野
）

編
集
後
記

わが国最大の自転車レース「ツール・ド・北海道 2011」の第 3
ステージで、鍛え抜かれた選手たちが栗山町を颯爽と通過しま
した。午前 9 時 30 分に占冠村をスタートした選手たちは正午過
ぎ、夕張市から栗山に到着。日出、継立から道々鳩山継立停車
場線を北上し、力強くゴールの江別市を目指しました。あいに
くの悪天候でしたが、時速 40Km を超えるスピードに見物客は
驚きの歓声を上げていました。

ツール・ド・北海道  9/18


